二年級：104年7月18日（星期六）
Ⅰ．単語（30％）
次の１から10の単語について、正しい読み方をＡからＤの中から１つ選びなさい。

１．予想　　Ａ：よそう  　　　Ｂ：よそ　　  　 Ｃ：ようそ　　　　Ｄ：ようそう

２．手術　　Ａ：しゅうじゅつ　Ｂ：しゅじゅつ　 Ｃ：しゅうじゅず　Ｄ：しゅじゅず

３．宇宙　　Ａ：うじゅう  　　Ｂ：うっじゅう　 Ｃ：うちゅう  　　Ｄ：うっちゅう

４．冷やす　Ａ：ひんやす 
　Ｂ：ひやす　 　  Ｃ：れんやす　　　Ｄ：れいやす

５．値段　　Ａ：ねたん 　　　 Ｂ：ねだん　　　 Ｃ：ちたん　　　　Ｄ：ちだん

６．道具　　Ａ：どうぐう　　　Ｂ：どうぐ　　　 Ｃ：どうくう　　　Ｄ：どうく

７．隅　　　Ａ：すみ　　　　　Ｂ：つみ　　　　 Ｃ：ずみ　　　　　Ｄ：づみ

８．展覧会　Ａ：でんらんかい　Ｂ：てんらんかい Ｃ：でんらんがい　Ｄ：てんらんがい

９．使用中　Ａ：しよんちゅう　Ｂ：しようちゅう Ｃ：しよんじゅう　Ｄ：しようじゅう

10．無料　　Ａ：ぶりよう　　　Ｂ：ぶりょ　　　 Ｃ：むりょう　　　Ｄ：むりょ
Ⅱ．助詞（30％）

次の（　11　）～（　20　）に最もふさわしいものをＡからＤの中から１つ選びなさい。

①東京（　11　）今、午前10時です。　

　　　11．　Ａ：が　　　　　　Ｂ：に　　　　　　Ｃ：は　　　　　　Ｄ：を

②毎日、日本語（　12　）本（　13　）読みます。
　　　12．　Ａ：が　　　　　　Ｂ：の　　　　　　Ｃ：へ　　　　　　Ｄ：を
　　　13．　Ａ：が　　　　　　Ｂ：の　　　　　　Ｃ：へ　　　　　　Ｄ：を
③台北駅（　14　）電車（　15　）降りて歩きます。
　　　14．　Ａ：が　　　　　　Ｂ：で　　　　　　Ｃ：に　　　　　　Ｄ：を
　　　15．　Ａ：が　　　　　　Ｂ：で　　　　　　Ｃ：に　　　　　　Ｄ：を
④このバスは中華大学へ行きます（　16　）。ええ、行きます（　17　）。
　　　16．　Ａ：お　　　　　　Ｂ：か　　　　　　Ｃ：よ　　　　　　Ｄ：を
　　　17．　Ａ：お　　　　　　Ｂ：か　　　　　　Ｃ：よ　　　　　　Ｄ：を
⑤福山さんは何回（　18　）台湾（　19　）来たこと（　20　）あります。
　　　18．　Ａ：から　　　　　Ｂ：に　　　　　　Ｃ：も　　　　　　Ｄ：を
　　　19．　Ａ：が　　　　　　Ｂ：に　　　　　　Ｃ：ね　　　　　　Ｄ：は
　　　20．　Ａ：が　　　　　　Ｂ：でも　　　　　Ｃ：ね　　　　　　Ｄ：までに　　　　
Ⅲ．読解（40％）

次の文章を読んで、以下の設問に答えなさい。

　「親のリタイア」、あるいは「子どもの結婚」などをきっかけ（  21　）、同居を考えることは多い。しかし、それぞれの暮らし方の違いを尊重して、上手に住むのは難しいところだ。最近は、マンションという集合住宅のメリットを活かし、親世帯と子世帯が近くに住む「マンション内近居」という選択も増えている。その快適な暮らし方に学ぶことは多い。また子世帯は子どもを預かってもらえるのが安心、親世帯も気軽に旅行に出かけられるメリットがあるそうだ。
　内閣府の調べでは、親との同居を考えた場合に、理想の住まい方として、全体の31.8％が「親との近居」、20.6％が「親との同居」と回答。同居よりも近居が10ポイント以上高い。一緒に住んでいると、起床・就寝時間や食事の時間、お風呂（  22　）使い方など生活スタイルの違いがストレスになることもある。プライバシーの面からも、鍵一本で独立性（  23　）保たれるマンションは、お互いを干渉しすぎない、ちょうどよい距離感が保てるようだ。二世帯住宅を建てた場合に比べて、マンションの住戸を複数持っているのは、後々の家族構成の変化にも対応しやすい。
　例えば、最初は広い住戸に親世帯と同居する兄弟が暮らし、狭い住戸（  24　）子どものいない子夫婦が暮らしている。いずれ、親世帯に住んでいた兄弟が独立、子世帯に子どもができた場合には、住戸を交換して住むこともできる。また子世帯が転勤した場合には、空いた部屋を売却したり、賃貸することも可能だ。いずれ親世帯が施設に入居したり、亡くなった場合にも、同じ対応ができる。
　経済面でも近居はメリットが大きい。「二世帯近居」が前提であれば、親世帯に住宅資金（  25　）協力してもらう相談もしやすい。さらに自治体によっては近居を推進する助成制度があるので活用したい。また親世帯の協力で子どもの世話を頼めれば、共働きによる収入の増加も期待できる。
　筆者の知るところでは、子世帯、夫の母親、妻の母親が、同じマンション内に1室ずつ近居していた例もある。それぞれの母親は高齢だったが、いずれも独立して元気に暮らしていたようだ。最近では趣味や旅行を楽しんで、マイペースで暮らしたいと願う高齢者も多い。適度なプライバシーは保ちつつ、子どもが近くにいてもらえるという安心感は大きいだろう。
（四宮 朱美「同居よりもいい距離感？“マンション内近居”という選択」『日本経済新聞』http://sumai.nikkei.co.jp/edit/suumojournal/detail/MMSUvk000012062015/?n_cid=TPRN0002。2015年6月24日取得。なお、問題作成の都合により、表現及び内容を一部変更した ）
①21から25に最も適したものをＡからＤの中から１つ選びなさい（20％）。

21．　Ａ：の　　　　Ｂ：へ　　　　Ｃ：を　　　　Ｄ：に

22．　Ａ：の　　　　Ｂ：へ　　　　Ｃ：を　　　　Ｄ：に

23．  Ａ：で　　　　Ｂ：に　　　　Ｃ：を　　　　Ｄ：が

24．  Ａ：の　　　　Ｂ：に　　　　Ｃ：を　　　　Ｄ：へ

25．  Ａ：で　　　　Ｂ：に　　　　Ｃ：を　　　　Ｄ：が

②26から30の内容で正しいものにＡ、正しくないものにＢをつけなさい（20％）。

26．最近は、親世帯と子世帯が近くに住む「マンション内近居」という選択も増えている。

27．子世帯は荷物を預かってもらえるのが安心、親世帯も気軽に旅行に出かけられるメリットがあるそうだ。

28. 子世帯が転勤した場合には、空いた部屋を売却したり、賃貸することも可能だ。

29．「一世帯近居」が前提であれば、親世帯に住宅資金を協力してもらう相談もしやすい。

30．子世帯の協力で親の世話を頼めれば、共働きによる収入の増加も期待できる。
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